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1 . 淀川右岸ブロックの現状

淀川右岸ブロック図

河川名
流域面積
(km

2
)

指定区間延長
(km)

芥川流域 50.14 31.6

芥川 36.26 19.3

女瀬川 4.44 6.0

真如寺川 2.08 1.0

西山川流域 2.16 1.6

西山川 1.02 0.9

東山川 1.14 0.7

田能川 5.20 3.7

檜尾川流域 11.56 7.0

檜尾川 7.76 6.2

東檜尾川 3.80 0.8

水無瀬川 17.45 4.0

年谷川 2.60 1.4

合計 81.75 44.0
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淀川右岸ブロックは、芥川流域（芥川、女瀬川、真如寺川、
西山川、東山川、田能川）、檜尾川流域（檜尾川、東檜尾川）、
水無瀬川流域、年谷川流域の4流域10河川から構成される北
摂山系に源を発し、主に淀川の右岸に注ぎ込む一級河川。
ブロック全域の指定区間延長は44.0km、流域面積は81.8km2。
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①対象降雨量
・時間雨量 （1/100）： 84.0mm
・24時間雨量（1/100） ：289.8mm
【三島地区の降雨強度式】
（「大阪府の計画雨量平成８年３月」より算出）

②対象降雨波形
・中央集中型モデルハイエト

③流出解析手法
・合理式

2.治水計画の概要（計画降雨の検証）
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1/10年確率降雨（57.5mm/hr、193.4mm/24hr）

1/30年確率降雨（70.3mm/hr、239.9mm/24hr）

1/100年確率降雨（84.0mm/hr、289.8mm/24hr）

1/200年確率降雨（91.8mm/hr、318.3mm/24hr）



○降雨量については、「大阪府の計画雨量（平成８年３
月）」で算出された三島地区の降雨強度式（1/100）より
算出より中央集中型の降雨波形を算定
・時間雨量 ： 84.0mm
・24時間雨量 ： 289.8mm
・日雨量 ： 256.0mm

2.治水計画の概要（計画降雨の検証[24時間雨量 原地区]）
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１）計画対象降雨

○平成24年度までの原観測所における年最大24時間
雨量を整理
○原観測所における100年確率日雨量を算出
○昭和58年から平成24年まで（30年）の年最大24時間
雨量を統計処理した結果、100年確率の24時間雨量は
以下の範囲に入るため、既往計画の24時間雨量を踏
襲する。

２）降雨量の検討

■254.0mm/24時間（グンベル分布）
～365.9mm/24時間（岩井法）

■原観測所 年最大24時間雨量確率解析

254.2
365.9



2.治水計画の概要（計画降雨の検証[日雨量 原地区]）
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○降雨量については、「大阪府の計画雨量（平成８年３
月）」で算出された三島地区の降雨強度式（1/100）より
算出より中央集中型の降雨波形を算定
・時間雨量 ： 84.0mm
・24時間雨量 ： 289.8mm
・日雨量 ： 256.0mm

１）計画対象降雨

○平成24年度までの原観測所における年最大日雨量
を整理
○原観測所における100年確率日雨量を算出
○昭和30年から平成24年まで（58年）の年最大日雨量
を統計処理した結果、100年確率の日時間雨量は以下

の範囲に入るため、既往計画の日時間雨量を踏襲す
る。

２）降雨量の検討

■226.0mm/日（対数正規分布[３母数]）
～293.7mm/日（指数分布）

■原観測所 年最大日雨量確率解析

226.0
293.7



2.治水計画の概要（計画降雨の検証[日雨量 三島地域]）

○降雨量については、「大阪府の計画雨量（平成８年３
月）」で算出された三島地区の降雨強度式（1/100）より
算出より中央集中型の降雨波形を算定
・時間雨量 ： 84.0mm
・24時間雨量 ： 289.8mm
・日雨量 ： 256.0mm

１）計画対象降雨

○平成24年度までの三島地域における年最大日雨量
を整理
○三島地域における100年確率日雨量を算出
○昭和30年から平成24年まで（58年）の年最大日雨量
を統計処理した結果、100年確率の日時間雨量は以下
の範囲に入るため、既往計画の日時間雨量を踏襲す
る。

２）降雨量の検討

■189.1mm/日（対数ピアソンⅢ型分布）
～287.9mm/日（平方根指数型最大値分布）

■三島地域 年最大日雨量確率解析

189.1 287.9
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3.当面の治水目標の設定【芥川：現況河道における氾濫解析】

具体的な検討は『当面の治水目標設定フロー』に従って実施。
氾濫解析の前提条件は以下の通り

• 現況河道で氾濫解析を実施
• 河道と氾濫原を一体的に解析し、河道への復流を考慮したモデル
• 氾濫原のメッシュサイズは50m
• 対象降雨は、時間雨量50ﾐﾘ程度、65ﾐﾘ程度、80ミリ程度、90ﾐﾘ程度の４ケース（中
央集中型モデルハイエト）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

当面の治水目標の設定フロー

年谷川

田能川

西山川

東山川

真如寺川

女瀬川

芥川

東檜尾川

檜尾川

水無瀬川
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3.当面の治水目標の設定【芥川：現況河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：50ﾐﾘ程度

名神高速道路

大蔵司橋

門前橋

千原橋

田中条橋

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水）

阪急京都線

JR東海道本線

女瀬川

芥川

大森橋××

×

×

×

×

×

×

×
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3.当面の治水目標の設定【芥川：現況河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：65ﾐﾘ程度

千原橋

田中条橋

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水）

阪急京都線

JR東海道本線

女瀬川

芥川

×

×

×

×

×

×

×

×
×

×
×

××

×

阪急京都線

JR東海道本線

城西橋

阪急橋梁

JR橋梁

高槻橋

×

大森橋
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3.当面の治水目標の設定【芥川：現況河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：80ﾐﾘ程度

千原橋

田中条橋

阪急京都線

JR東海道本線

城西橋

阪急橋梁

JR橋梁

×
高槻橋

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水）

阪急京都線

JR東海道本線

女瀬川

芥川

大森橋×

×

×

×

×

×
×

×
×

××

×

×

×

×

×

×
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3.当面の治水目標の設定【芥川：現況河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：90ﾐﾘ程度

千原橋

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水）

阪急京都線

JR東海道本線

女瀬川

芥川

田中条橋

×

×

×

×

×

×
×

×
×

××

×

×

×

×

×

×

阪急京都線

JR東海道本線

阪急橋梁

高槻橋

×

JR橋梁

城西橋

大森橋
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3.当面の治水目標（芥川：現況河道における氾濫解析）

現況河道（芥川）・・・時間雨量50ミリ程度の降雨で危険度Ⅰ、Ⅱの被害が発生する

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

50ミリ程度
（1/10程度）

12.25ha
163人

1.1億円

5.00ha
445人

13.3億円
被害なし

65ミリ程度
（1/30程度）

261.75ha
29,595人

433.3億円

177.75ha
15,932人

947.4億円
被害なし

80ミリ程度
（1/100程度）

326.75ha
37,189人

519.7億円

223.50ha
21,112人

1,187.0億円

26.00ha
915人

235.7億円

90ミリ程度
（1/200程度）

314.50ha
35,347人

478.4億円

243.25ha
23,548人

1,215.8億円

27.00ha
955人

302.9億円

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

壊滅的被害
（浸水深3.0m以上）
（家屋流出指数
2.5m3/s以上）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ対策の実施を想定

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ、80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ流下能力なし

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

（発
生
頻
度
）

大

小

大小

（被害の程度）

当面の治水目標の設定フロー
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3.当面の治水目標の設定【芥川：50ミリ程度対応河道における氾濫解析】
50ミリ程度対策完成河道での危険度を氾濫解析により確認する。
氾濫解析の前提条件は以下の通り
• 河道改修による50ミリ程度対策を実施（家屋へ影響のある区間）
• 河道と氾濫原を一体的に解析、河道への復流を考慮したモデル。
• 氾濫原のメッシュサイズは50m。
• 対象降雨は、時間雨量65ミリ程度、時間雨量80ミリ程度、時間雨量90ミリ程度
の3ケース

河道改修断面

現況河道50ﾐﾘ程度
※破堤を一地点ずつ想定した氾濫解析結
果の包絡

直轄区間
JR 門前橋

名神
高速道路

50mm程度対策
L=700m

摂津峡
大橋 原大橋

50mm程度対策
L=1,500m

城西橋

阪急

JR東海道線

名神高速道路

高槻橋

大蔵司橋

門前橋

摂津峡大橋

50mm程度
対策

L=700m

原大橋

50mm程度
対策

L=1,500m

A

A

1.0ｍ

3.1ｍ

現況

50ﾐﾘ程度対策

33.3ｍ

49.5ｍ

▽HWL

A-A断面
(4k900)

掘削深 約0.6m

10k0

11k5

4k7

5k4 A
A

B-B断面
(10k500)

B

B

B
B

2.4ｍ
0.6ｍ

26.7m

拡幅幅 約2.4m

4.1m

2.8ｍ

4.0m

13.8ｍ

5.0m
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3.当面の治水目標の設定【芥川：50ミリ程度対応河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：65ﾐﾘ程度

千原橋

大森橋

田中条橋

摂津峡大橋

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水）

1 .6 0 .6

0 .5 1 . 5 1

0 .9 1 .7 1 .2 1 .1

0 . 8 0 .8 0 .8 1 . 8

0 .3 0 .5 1 .5 1 .6

1 .1 1 . 2 1 .2 1 .3

0 .7 0 .8 0 .9 0 . 8 0 .7

0 .5 0 .6 1 .6 1 .6 0 .6
0 .1 0 .2 0 .2 0 .4 1 . 4 1 .4 1 .5 1 . 5 0 .5
0 .2 0 . 2 1 .2 1 .3 1 .3 1 .4 1 .5 1 .5 1 . 6
1 .2 1 .3 1 . 2 1 .2 1 .3 1 . 4 1 .5 1 .5

1 . 1 1 .2 1 .2 1 .2 1 .2 1 .3 1 .3 1 .3
1 .1 1 .1 1 . 2 1 .2 1 .2 1 . 2 1 .3 1 .3

0 .2 0 .2 0 .2 1 .2 1 .2 1 .3 1 .2 1 . 2

0 .2 1 .2 1 . 2 1 .2 1 .3

0 .1 1 .2 1 .2

2 1 . 1 1 .1

1 .9 2 1 .2

阪急京都線

JR東海道本線
女瀬川

芥川

0

0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0 0

0 0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 1 0 0 0

0 0 0 1

0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0

0

1 1 0

×

×

×

×
×

×

×
×

×

×
×

× ×

阪急京都線

JR東海道本線

城西橋

阪急橋梁

JR橋梁

高槻橋

×
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3.当面の治水目標の設定【芥川：50ミリ程度対応河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：80ﾐﾘ程度

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水）

千原橋

田中条橋

摂津峡大橋

阪急京都線

JR東海道本線
女瀬川

芥川

×

大森橋

0

0

1

1 0

0

1

0 0

0 0.31641

1 0 0.099394

0 0 1

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0 1

0 0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 1 1 0 0

1 1 0 1 1

1 1 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

1 1

1

0

0

1.04752 0.88030 6 0

×

×

×

×

×

×
×

×
×
×

××

×

×

×

×

×

阪急京都線

JR東海道本線

城西橋

阪急橋梁

JR橋梁

×
高槻橋
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3.当面の治水目標の設定【芥川：50ミリ程度対応河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：90ﾐﾘ程度

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水）

千原橋

田中条橋

摂津峡大橋

阪急京都線

JR東海道本線
女瀬川

芥川

×

大森橋

0.287888

0.241654

0.690734

1.18136 0.27522 1

0.25113 9

0.75534 8

0.36710 8 0 .161041

0.02057 1 0 .107605 0.340836

0.63156 8 0 .190147

0 0.073671 1.2275 2

0 0 0.542699 0.36938 1

0 0 1 0.331618

0 0

0 0

0 0

0 0 1

0 0 0 0

0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 1 1 0 0

0 0 1 1 1 0

0 1 1 0 1 1

0 1 1 0 0

1 0 0 0 0

1 1 0 0 0

1 1

1

0

1

1 1 1

×

×

×

×
×

×

×
×
×
×
×

××

×

×

×

×

阪急京都線

JR東海道本線

阪急橋梁

高槻橋

×

JR橋梁

城西橋
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3.当面の治水目標（芥川： 50ミリ程度対応河道における氾濫解析）

50ミリ程度対応河道（芥川）・・・
時間雨量65ミリ程度の降雨で危険度Ⅱの被害が発生する
時間雨量80ミリ、90ミリ程度の降雨で危険度Ⅱ、Ⅲの被害が発生する。

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

50ミリ程度
（1/10程度） 被害なし 被害なし 被害なし

65ミリ程度
（1/30程度）

264.75ha
29,612人

433.4億円

173.75ha
15,893人

946.1億円
被害なし

80ミリ程度
（1/100程度）

332.75ha
37,228人

519.9億円

217.50ha
21,065人

1,117.4億円

26.00ha
915人

235.7億円

90ミリ程度
（1/200程度）

319.50ha
35,377人

478.5億円

238.25ha
23,525人

1,214.2億円

27.00ha
955人

302.9億円

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

壊滅的被害
（浸水深3.0m以上）
（家屋流出指数
2.5m3/s以上）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ対策の実施を想定

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ、80ﾐﾘの
降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ流下能力なし

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

（発
生
頻
度
）

大

小

大小

（被害の程度）

当面の治水目標の設定フロー
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3.当面の治水目標（芥川： 治水手法の選定）

治水手法の検討
芥川における治水手法の検討にあたっては、以下に示す実現可能な２案を抽出し、
経済性、周辺地域への影響等による比較検討の結果、河道改修による対策を仮設定

治水対策案 河道改修 放水路

概 要
・河床掘削により河積を確保する。 ・洪水時、洪水流量を途中でカット、バイパスにより、芥

川下流河道の負担を軽減する。

治水上の評価・
超過洪水への対応

・現況河道の流下能力が向上する。
・超過洪水に対しても一定の効果が見込まれる
・改修箇所から随時治水効果が発現する。

・バイパスルートの用地が確保されれば、下流河道を現
況のままとすることが可能である。

自然環境上の評価
・河道内を改修するため、河川環境に大きな影響を
及ぼす。

・河道内への影響は小さいが、バイパスルートの状況を
大きく改変させる。また、分流部および合流部の河川環
境へ影響を及ぼす。

社会環境上の評価
・用地買収を伴わないため、沿川の土地利用には変
化は生じない。

・バイパスルートの家屋の移転が必要であるため、社会
的影響は大きい。

施工性・実現性

・一般的かつ現況河道内での河川改修であり、施工
性・実現性は高い。
・改修延長が長いため、施工に時間を要する。

・家屋補償を避けるルートの確保が不可能
・家屋連担区域内での施工、呑口、吐口の対策が必要

概算事業費
（1/10対応後から）

1/10⇒1/30 ： 13,358.0百万円
1/10⇒1/100 ： 14,894.1百万円

1/10⇒1/30 ： 19,496.6百万円
1/10⇒1/100 ： 20,823.5百万円

総合評価

・実現性が高く、事業費も安い。 ・事業費が高く、大規模な用地買収を伴うため実現性も
低い。

○ ☓
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3.当面の治水目標の設定【芥川：65ミリ程度対応河道における氾濫解析】

65ミリ程度対策完成河道での危険度を氾濫解析により確認する。
氾濫解析の前提条件は以下の通り
• 河道改修による65ミリ程度対策を実施
• 河道と氾濫原を一体的に解析、河道への復流を考慮したモデル。
• 氾濫原のメッシュサイズは50m。
• 対象降雨は、時間雨量80ミリ程度、時間雨量90ミリ程度の2ケース

河道改修断面

直轄区間
JR 門前橋

名神
高速道路

65mm程度対策
L=1,400m

摂津峡
大橋 原大橋

65mm程度対策
L=1,600mm

現況河道65ﾐﾘ程度
※破堤を一地点ずつ想定した氾濫解析結
果の包絡

城西橋

阪急

JR東海道線

名神高速道路

高槻橋
大蔵司橋

門前橋

原大橋

65mm程度
対策

L=1,600m

摂津峡大橋

65mm程度
対策

L=1,400mm

A

A

11k6

5k4

3k5

1.0ｍ

3.7ｍ

32.6ｍ

44.6ｍ

▽HWL

A-A断面
(3k700)

掘削深 約0.7m

50ﾐﾘ程度対策

65ﾐﾘ程度対策

A
A

2.4ｍ
0.6ｍ

33.0ｍ

拡幅幅 約6.0m
B-B断面
(10k500)

B

B

B
B

10k0
6.0m

5.2m

4.0m

5.0m

8.5m

4.3m

25.7m17.5m
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3.当面の治水目標の設定【芥川：65ミリ程度対応河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：80ﾐﾘ程度

千原橋

田中条橋

摂津峡大橋

阪急京都線

JR東海道本線

女瀬川

芥川

大森橋

0 0.0109

0 0.255067

0 0 0 0.063886

0 0

0 0

0 0

0 0 1

0 0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 1 1 0 0

1 1 0 0 1

0 0 0 0

0 0 0

1 1 0 0

1 1

1

0

0

1 1 0

×

×

×

×

×
×
×
×
×

××

×

阪急京都線

JR東海道本線

阪急橋梁

高槻橋

×

JR橋梁

城西橋
2

2

1

2

2

1

2

2

2

2

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

0

0.012

0

1

1

2

2

2

2

2

2

2

1

1

0

0

0

1

1

2

2

2

2

2

1

0

0

0

0.46 5

0

1

2

2

2

2

2

2

0

0

0

0

0.01 2

0 .465

0

1

2

2

2

2

2

0

0

0

0

0.01

0.443

1.451

1

1

2

2

2

0.339

0.441

1.447

1

1

1

2

0.329

0.01

0.454

1

1

1

0

0.446

1

0

0

0
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3.当面の治水目標の設定【芥川：65ミリ程度対応河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：90ﾐﾘ程度

千原橋

大森橋

田中条橋

摂津峡大橋

阪急京都線

JR東海道本線

女瀬川

芥川

0

0

0

0

0

0 0

0 0 0

0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0 1

0 0 0 0

0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 1 1 0 0

1 1 0 1 1

1 1 0 0

0 0 0 0 0

1 1 0 0 0

1 1

1 0

1

1

1.15951 0.98897 1

×

×
×

×

×
×

×
×
×

××

×

×

×

×

阪急京都線

JR東海道本線

阪急橋梁

高槻橋

×

JR橋梁

城西橋
3

2

1

2

2

2

2

2

2

2

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

0

0.0 12

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

1

1

0

1

1

1

1

2

2

2

2

2

1

1

0

0

1.112

1

2

2

2

2

2

2

2

0

0

0

0

1.119

1.12

1

2

2

2

2

2

2

0

0

0

0

1.101

1.115

2.081

2

2

2

2

2

1.098

1.114

2.077

2

2

2

2

1.113

1.094

1.117

2

2

1

0

1.103

2

0

0

0
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3.当面の治水目標の設定【芥川：80ミリ程度対応河道における氾濫解析】

80ミリ程度対策完成河道での危険度を氾濫解析により確認する。
氾濫解析の前提条件は以下の通り

• 河道改修による80ミリ程度対策を実施（家屋へ影響のある区間）
• 河道と氾濫原を一体的に解析、河道への復流を考慮したモデル。
• 氾濫原のメッシュサイズは50m。
• 対象降雨は、時間雨量90ミリ程度の1ケース

河道改修断面

直轄区間
JR 門前橋

名神
高速道路

摂津峡
大橋 原大橋

80mm程度対策
L=1,600m

80mm程度対策
L=3,100m

現況河道80ﾐﾘ程度
※破堤を一地点ずつ想定した氾濫解析結
果の包絡

城西橋

阪急京都線

JR東海道線

名神高速道路

高槻橋大蔵司橋

門前橋

原大橋

80mm程度
対策

L=1,600m

摂津峡大橋

80mm程度
対策

L=3,100m

A

A

11k6

10k0

7k1

3k5

50ﾐﾘ程度対策

80ﾐﾘ程度対策

A
A

2.4ｍ
0.6ｍ

39.0m

拡幅幅 約12.0m
B-B断面
(10k500)

B

B

B
B

4.0m

1.0ｍ

4.8ｍ

32.6ｍ

44.6ｍ

▽HWL

A-A断面
(3k700)

掘削深 約1.8m

6.0m

5.2m

8.5m

4.3m

25.7m17.5m

5.0m
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3.当面の治水目標の設定【芥川：80ミリ程度対応河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：90ﾐﾘ程度

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水）

阪急京都線

JR東海道本線女瀬川

芥川

0.087404 0.34956

0.102332 0.327503 0.452198 0.267394

0 0

0 0

0 0

0 0 1

0 0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 1 1 0 0

1 1 0 1 1

1 1

1.3127 7 1

1.3137 5 0

0.81560 2

0.13521 7

0.7 41

1.17003 0.998768 0.52601 1

千原橋

田中条橋

摂津峡大橋

大森橋

×

×

×
×

×

×
×

××

×

城西橋

阪急京都線

JR東海道線

高槻橋

天堂橋

×

0 .1 2

0 .64 5

0 .77 8 0 .8 1 4

2.8 8 1 .2 7 7 0 .7 34 0 .8 2 0 .8 2 4 0 .8 22

1 .8 5 2 .4 1 .2 8 5 1 .4 31 0 .7 2 2 0 .9 4 0 .8 4 1 0 .8 18 0 .7 5

1. 73 5 1 .7 7 3 1 .85 5 0 .8 9 6 0 .4 52 0 .6 3 6 0 .93 7 0 .8 4 7 0 .8 21 0 .7 5

1 .6 54 1. 72 1 1 .7 5 6 1 .77 7 1 .7 7 1 .7 48 0 .8 3 8 0. 83

1 .5 9 5 1 .6 36 1 .6 8 1 .7 6 1 .72 1 1 .7 2 5 1 .7 23

1 .5 7 9 1 .58 1 1 .5 9 7 1 .6 25 1 .6 5 1 .6 7 1 1 .68 8 1 .6 9 4 1 .6 93 1. 66 9

1. 57 2 1 .5 7 7 1.5 8 1 .5 9 3 1. 61 1. 62 7 1 .6 4 5 1 .66 3 1 .6 7 3 1 .6 74 1 .6 6

1 .5 71 1. 57 2 1 .5 7 5 1.5 8 1 .5 8 6 1 .5 96 1 .6 6 1 .6 1 7 1 .64 2 1 .6 6 1 .6 69

0 .5 83 1. 57 1 1 .5 7 2 1 .57 7 1 .5 8 3 1 .5 91 1 .6 1 .6 8 1 .62 3 1 .6 4 7

0 .4 3 5 0 .5 64 1. 56 4 1 .5 6 7 1 .57 3 1 .5 8 1 .5 88 1. 59 4 1 .6 2 0 .64 2 0 .4 6 9

0 .4 3 8 0 .44 1 0 .4 6 4 0 .5 42 1. 54 9 1 .5 6 1 .56 7 1 .5 7 5 1 .5 82 0. 48 2 0 .1 0 .3 5 3

0. 41 1 0 .4 3 8 1 .43 7 1 .4 5 5 1. 57 1. 53 9 1 .5 5 3 1 .56 2 1 .5 6 9 0.1 8 0. 1

0. 12 0 .4 1 0 .4 2 9 1 .43 4 1 .4 4 8 1. 49 1. 52 6 1 .5 4 8 1 .55 6

0 .3 97 1 .4 2 1 .4 1 7 1 .42 9 1 .4 4 4 1 .4 73 1 .5 6

0 .3 96 1 .4 1 .4 9 1 .41 9 1 .4 2 9 1 .4 55

0. 12 0 .4 3 1 .4 4 1.4 1 0 .5 3 6 0 .3 72

0. 39 4 1 .3 9 2 0 .3 0. 15 1
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3.当面の治水目標の設定【芥川：最大包絡での浸水深図と被害数量】

浸水面積
(ha）

人口
（人）

被害額
（百万円）

危険度Ⅰ 298.25 31,617 77,794

危険度Ⅱ 282.75 30,445 275,583

危険度Ⅲ 0.25 38 1,268

合計 581.25 62,100 354,645

■河道： 現況河道
■対象降雨：65ﾐﾘ程度
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3.当面の治水目標の設定【芥川：最大包絡での浸水深図と被害数量】

■河道： 現況河道
■対象降雨：80ﾐﾘ程度

■河道： 65ﾐﾘ程度対応河道
■対象降雨：80ﾐﾘ程度

浸水面積
(ha）

人口
（人）

被害額
（百万円）

危険度Ⅰ 396.00 42,259 96,969

危険度Ⅱ 371.50 37,224 389,719

危険度Ⅲ 7.50 986 33,095

合計 775.00 80,468 519,782

浸水面積
(ha）

人口
（人）

被害額
（百万円）

危険度Ⅰ 45.50 4,240 11,738

危険度Ⅱ 153.00 16,720 206,910

危険度Ⅲ 0.00 0 0

合計 198.50 20,961 218,648
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3.当面の治水目標の設定【芥川：最大包絡での浸水深図と被害数量】

■河道： 現況河道
■対象降雨：90ﾐﾘ程度

■河道： 65ﾐﾘ程度対応河道
■対象降雨：90ﾐﾘ程度

■河道： 80ﾐﾘ程度対応河道
■対象降雨：90ﾐﾘ程度

浸水面積
(ha）

人口
（人）

被害額
（百万円）

危険度Ⅰ 373.25 38,482 86,702

危険度Ⅱ 444.75 44,826 544,566

危険度Ⅲ 10.00 1,394 50,492

合計 828.00 84,702 681,761

浸水面積
(ha）

人口
（人）

被害額
（百万円）

危険度Ⅰ 37.75 2,892 8,798

危険度Ⅱ 189.75 20,816 316,923

危険度Ⅲ 0.00 0 0

合計 227.50 23,708 325,721

浸水面積
(ha）

人口
（人）

被害額
（百万円）

危険度Ⅰ 12.50 782 2,255

危険度Ⅱ 39.50 3,893 65,154

危険度Ⅲ 0.00 0 0

合計 52.00 4,675 67,409
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3.当面の治水目標（芥川： 当面の治水目標）

65ミリ程度対策後の危険度

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

50ミリ程度
（1/10程
度）

被害なし 被害なし 被害なし

65ミリ程度
（1/30程
度）

被害なし 被害なし 被害なし

80ミリ程度
（1/100程
度）

20.50ha
670人

12.4億円

32.00ha
3,062人

547.3億円
被害なし

90ミリ程度
（1/200程
度）

19.25ha
665人

10.5億円

38.25ha
3,110人

561.0億円
被害なし

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

壊滅的被害
（浸水深3.0m以上）
（家屋流出指数
2.5m3/s以上）

（発
生
頻
度
）

大

小

大小
（被害の程度）

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

50ミリ程度
（1/10程度） 被害なし 被害なし 被害なし

65ミリ程度
（1/30程度） 被害なし 被害なし 被害なし

80ミリ程度
（1/100程度） 被害なし 被害なし 被害なし

90ミリ程度
（1/200程度）

17.5ha
365人

7.7億円

31.15ha
2,939人

516.3億円
被害なし

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

壊滅的被害
（浸水深3.0m以

上）
（家屋流出指数
2.5m3/s以上）

（発
生
頻
度
）

大

小

80ミリ程度対策後の危険度

大小
（被害の程度）

効果 ： 1,329億円
費用 ： 101億円

効果－費用＝ 1,228億円

効果 ： 1,421億円
費用 ： 113億円

効果－費用＝ 1,308億円

当面の治水目標を時間雨量80ミリ程度とする。

小＜大
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3.当面の治水目標の設定【東檜尾川：現況河道における氾濫解析】

具体的な検討は『当面の治水目標設定フロー』に従って実施。
氾濫解析の前提条件は以下の通り

• 現況河道で氾濫解析を実施
• 河道と氾濫原を一体的に解析し、河道への復流を考慮したモデル
• 氾濫原のメッシュサイズは50m
• 対象降雨は、時間雨量50ﾐﾘ程度、65ﾐﾘ程度、80ミリ程度、90ﾐﾘ程度の４ケース（中
央集中型モデルハイエト）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

当面の治水目標の設定フロー

年谷川

田能川

西山川

東山川

真如寺川

女瀬川

芥川

東檜尾川

檜尾川

水無瀬川
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3.当面の治水目標の設定【東檜尾川：現況河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）
対象降雨：50ﾐﾘ程度

■氾濫解析結果（浸水深）
対象降雨：65ﾐﾘ程度

落合橋

無名橋1

無名橋2

無名橋3

無名橋4

落合橋

無名橋1

無名橋2

無名橋3

無名橋4

東檜尾川

檜尾川

東檜尾川

檜尾川

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水）

× ×
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3.当面の治水目標の設定【東檜尾川：現況河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）
対象降雨：80ﾐﾘ程度

■氾濫解析結果（浸水深）
対象降雨：90ﾐﾘ程度

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水）

落合橋

無名橋1

無名橋2

無名橋3

無名橋4

落合橋

無名橋1

無名橋2

無名橋3

無名橋4

東檜尾川 東檜尾川

檜尾川檜尾川

× ×
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3.当面の治水目標（東檜尾川：現況河道における氾濫解析）

現況河道（東檜尾川）・・・時間雨量50ミリ程度の降雨で危険度Ⅰ、Ⅱの被害が発生
する。

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

50ミリ程度
（1/10程度）

0.75ha
4人

5.5百万円

2.00ha
8人

44.8百万円
被害なし

65ミリ程度
（1/30程度）

0.75ha
4人

13.1百万円

2.0ha
8人

57.7百万円
被害なし

80ミリ程度
（1/100程度）

1.50ha
59人

180.3百万円

4.75ha
101人

1,538.0百万円
被害なし

90ミリ程度
（1/200程度）

1.50ha
28人

35.7百万円

5.50ha
160人

1,816.9百万円
被害なし

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

壊滅的被害
（浸水深3.0m以上）
（家屋流出指数
2.5m3/s以上）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ対策の実施を想定

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ、80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ流下能力なし

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

（発
生
頻
度
）

大

小

大小

（被害の程度）

当面の治水目標の設定フロー
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3.当面の治水目標の設定【東檜尾川：50ミリ程度対応河道における氾濫解析】

50ミリ程度対策完成河道での危険度を氾濫解析により確認する。
氾濫解析の前提条件は以下の通り

• 河道改修による50ミリ程度対策を実施
• 河道と氾濫原を一体的に解析、河道への復流を考慮したモデル。
• 氾濫原のメッシュサイズは50m。
• 対象降雨は、時間雨量65ミリ程度、80ミリ程度、90ミリ程度の3ケース

河道改修断面

落合橋

50mm程度対策
事業中

現況

50ﾐﾘ程度対策

檜尾川

現況河道50ﾐﾘ程度
※破堤を一地点ずつ想定した氾濫解析結果
の包絡
※東檜尾川は現在河川改修を実施中である。

無名橋１ 無名橋２ 無名橋３ 無名橋４ 落合橋

無名橋1

無名橋2

無名橋3

無名橋4

東檜尾川

檜尾川

××

50mm程度対策
事業中

50mm程度対策
L=100m

50mm程度対策
L=100m

0.6ｍ

2.2ｍ

7.0ｍ

▽HWL

5.5ｍ

A-A断面
（0.5ｋ）

A

A

0.4ｍ

0k45

A A

0k55

×

0k30

3.0ｍ

0.7ｍ5.0ｍ
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3.当面の治水目標の設定【東檜尾川：50ミリ程度対応河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）
対象降雨：65ﾐﾘ程度

落合橋

無名橋1

無名橋2

無名橋3

無名橋4

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水）

東檜尾川

檜尾川

×

■氾濫解析結果（浸水深）
対象降雨：50ﾐﾘ程度

落合橋

無名橋1

無名橋2

無名橋3

無名橋4

東檜尾川

檜尾川

浸水被害なし
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3.当面の治水目標の設定【東檜尾川：50ミリ程度対応河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）
対象降雨：90ﾐﾘ程度

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水）

落合橋

無名橋1

無名橋2

無名橋3

無名橋4

東檜尾川

檜尾川

×

■氾濫解析結果（浸水深）
対象降雨：80ﾐﾘ程度

落合橋

無名橋1

無名橋2

無名橋3

無名橋4

東檜尾川

檜尾川

×
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3.当面の治水目標（東檜尾川： 50ミリ程度対応河道における氾濫解析）

50ミリ程度対応河道（東檜尾川）・・・
時間雨量80ミリ程度、90ミリ程度の降雨で危険度Ⅱの被害が発生する。

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

50ミリ程度
（1/10程度） 被害なし 被害なし 被害なし

65ミリ程度
（1/30程度）

1.25ha
9人

18.4百万円
被害なし 被害なし

80ミリ程度
（1/100程度）

1.00ha
6人

15.8百万円

1.50ha
6人

31.3百万円
被害なし

90ミリ程度
（1/200程度）

0.75ha
4人

5.5百万円

2.0ha
8人

44.8百万円
被害なし

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

壊滅的被害
（浸水深3.0m以上）
（家屋流出指数
2.5m3/s以上）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ対策の実施を想定

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ、80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ流下能力なし

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

（発
生
頻
度
）

大

小

大小

（被害の程度）

当面の治水目標の設定フロー
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3.当面の治水目標（東檜尾川： 治水手法の選定）

治水手法の検討
東檜尾川における治水手法の検討にあたっては、以下に示す実現可能な２案を抽出し、
経済性、周辺地域への影響等による比較検討の結果、河道改修による対策を仮設定

治水対策案 河道改修 遊水地

概 要
河床掘削により河積を確保する。 1/10対策を実施し、耕作地等に遊水地を設置することで、

洪水調節を図る。

治水上の評価・
超過洪水への対応

・現況河道の流下能力が向上する。
・超過洪水に対しても一定の効果が見込まれる
・改修箇所から随時治水効果が発現する。

・短期間での集中豪雨に対して高い効果が得られる。
・下流全域に効果を発現する。
・超過洪水に対する効果は低い。
・遊水地が完成して初めて効果が発現する。

自然環境上の評価
・河道内を改修するため、河川環境に大きな影響を及ぼ
す。

・河道内への影響は小さいが、遊水地設置箇所の環境が
変化する。

社会環境上の評価
・用地買収を伴わないため、沿川の土地利用には変化は
生じない。

・遊水地設置のための用地買収を伴うため、土地利用の
変化が大きい。

施工性・実現性

・一般的かつ現況河道内での河川改修であり、施工性・実
現性は高い。
・改修延長が長いため、施工に時間を要する。

・遊水地設置可能な場所に限りがあり、受益者と土地提
供者が異なるため、大規模な用地取得が困難となる可能
性がある。

概算事業費
（1/10対応後から）

1/10⇒1/30 ：0百万円
1/10⇒1/100 ：63.7百万円

1/10⇒1/30 ：0百万円
1/10⇒1/100 ：417.2百万円

総合評価

実現性が高く、事業費も安い。 事業費が高く、大規模な用地買収を伴うため実現性も低
い。

○ ☓
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3.当面の治水目標の設定【東檜尾川：80ミリ程度対応河道における氾濫解析】

80ミリ程度対策完成河道での危険度を氾濫解析により確認する。
氾濫解析の前提条件は以下の通り

• 河道改修による80ミリ程度対策を実施
• 河道と氾濫原を一体的に解析、河道への復流を考慮したモデル。
• 氾濫原のメッシュサイズは50m。
• 対象降雨は、時間雨量90ミリ程度の1ケース

河道改修断面

50ﾐﾘ程度対策

80ﾐﾘ程度対策

現況河道80ﾐﾘ程度
※破堤を一地点ずつ想定した氾濫解析結
果の包絡

檜尾川
落合橋

80mm程度対策
L=600m

無名橋１ 無名橋２ 無名橋３ 無名橋４
落合橋

無名橋1

無名橋2

無名橋3

無名橋4

東檜尾川

檜尾川
×

×

×

80mm程度
対策

L=600m

×

×

×

0.6ｍ

3.0ｍ

7.0ｍ

▽HWL

4.7ｍ

A-A断面
（0.5ｋ）

0.8ｍ

3.0ｍ

0.7ｍ5.0ｍ

A

A

A A
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3.当面の治水目標の設定【東檜尾川：80ミリ程度対応河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深） 対象降雨：90ﾐﾘ程度

落合橋

無名橋1

無名橋2

無名橋3

無名橋4

東檜尾川

檜尾川

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水）

×
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3.当面の治水目標（東檜尾川： 当面の治水目標）

65ミリ程度対策後の危険度

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

50ミリ程度
（1/10程度） 被害なし 被害なし 被害なし

65ミリ程度
（1/30程度）

1.25ha
9人

18.4百万円
被害なし 被害なし

80ミリ程度
（1/100程度）

1.00ha
6人

15.8百万円

1.50ha
6人

31.3百万円
被害なし

90ミリ程度
（1/200程度）

0.75ha
4人

5.5百万円

2.0ha
8人

44.8百万円
被害なし

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

壊滅的被害
（浸水深3.0m以上）
（家屋流出指数
2.5m3/s以上）

（発
生
頻
度
）

大

小

大小
（被害の程度）

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

50ミリ程度
（1/10程度） 被害なし 被害なし 被害なし

65ミリ程度
（1/30程度） 被害なし 被害なし 被害なし

80ミリ程度
（1/100程度） 被害なし 被害なし 被害なし

90ミリ程度
（1/200程度）

0.75ha
4人

5.5百万円

2.00ha
8人

44.8百万円
被害なし

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

壊滅的被害
（浸水深3.0m以上）
（家屋流出指数
2.5m3/s以上）

（発
生
頻
度
）

大

小

80ミリ程度対策後の危険度

大小
（被害の程度）

効果 ： 約0億円
費用 ： 約0億円

効果－費用＝ 約0億円

効果 ： 約0.4億円
費用 ： 約0.6億円

効果－費用＝ 約-0.2億円

当面の治水目標を時間雨量65ミリ程度とする。

大＞小
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河川沿いの宅地
の地盤が高いため
氾濫流が河川沿
いを回り込むよう
に広がる

地
盤
が
高
い

写真撮影方向

檜尾川から東檜尾
川に向かって地盤
が低くなっている
ため宅地の浸水深
が大きくなっている。

（
水
田
）

地
盤
が
高
い

3.当面の治水目標（東檜尾川： 当面の治水目標）
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3.当面の治水目標の設定【水無瀬川：現況河道における氾濫解析】

具体的な検討は『当面の治水目標設定フロー』に従って実施。
氾濫解析の前提条件は以下の通り

• 現況河道で氾濫解析を実施
• 河道と氾濫原を一体的に解析し、河道への復流を考慮したモデル
• 氾濫原のメッシュサイズは50m
• 対象降雨は、時間雨量50ﾐﾘ程度、65ﾐﾘ程度、80ミリ程度、90ﾐﾘ程度の４ケース（中
央集中型モデルハイエト）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

当面の治水目標の設定フロー

年谷川

田能川

西山川

東山川

真如寺川

女瀬川

芥川

東檜尾川

檜尾川

水無瀬川
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3.当面の治水目標（水無瀬川：現況河道における氾濫解析）

現況河道（水無瀬川）・・・時間雨量50ミリ程度の降雨で危険度Ⅰ、Ⅱの被害が発生
する。

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

50ミリ程度
（1/10程度）

51.75ha
4,546人

51.9億円

26.50ha
1,488人

57.3億円
被害なし

65ミリ程度
（1/30程度）

111.00ha
9,072人

100.6億円

55.50ha
2,981人

115.8億円
被害なし

80ミリ程度
（1/100程度）

174.00ha
12,145人

122.6億円

146.75ha
7,563人

366.3億円
被害なし

90ミリ程度
（1/200程度）

168.75ha
12,172人

121.8億円

171.75ha
8,900人

434.0億円
被害なし

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

壊滅的被害
（浸水深3.0m以上）
（家屋流出指数
2.5m3/s以上）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ対策の実施を想定

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ、80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ流下能力なし

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

（発
生
頻
度
）

大

小

大小

（被害の程度）

当面の治水目標の設定フロー
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3.当面の治水目標の設定【水無瀬川：50ミリ程度対応河道における氾濫解析】

50ミリ程度対策完成河道での危険度を氾濫解析により確認する。
氾濫解析の前提条件は以下の通り

• 河道改修による50ミリ程度対策を実施（家屋へ影響のある区間）
• 河道と氾濫原を一体的に解析、河道への復流を考慮したモデル。
• 氾濫原のメッシュサイズは50m。
• 対象降雨は、時間雨量65ミリ程度、時間雨量80ミリ程度、時間雨量

90ミリ程度の3ケース

河道改修断面

JR

50mm程度
対策

L=1,500m

19.4ｍ

▽HWL

13.2ｍ

直轄区間

名神高速
道路

尺代大橋

現況河道50ﾐﾘ程度
※破堤を一地点ずつ想定した氾濫解析結
果の包絡

現況

50ﾐﾘ程度対策

3.1ｍ

尺代大橋

谷川橋

指手橋

名神高速道路

調子橋

水無瀬橋

50mm程度
対策

L=1,500m

A-A断面
（0.6k)

A

A

0.8ｍ

0k0

A

A

1k5

4.3ｍ

3.7ｍ4.3ｍ

4.5ｍ

16.2ｍ
16.0ｍ
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3.当面の治水目標（水無瀬川： 50ミリ程度対応河道における氾濫解析）

50ミリ程度対応河道（水無瀬川）・・・
時間雨量65ミリ程度、80ミリ程度、90ミリ程度の降雨で危険度Ⅱの被害が発生する

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

50ミリ程度
（1/10程度） 被害なし 被害なし 被害なし

65ミリ程度
（1/30程度）

52.00ha
4479人

50.9億円

24.75ha
1479人

54.3億円
被害なし

80ミリ程度
（1/100程度）

149ha
11,156人

114.6億円

162.25ha
7,190人

325.8億円
被害なし

90ミリ程度
（1/200程度）

161.50ha
12,597人

132.8億円

197.00ha
9,235人

465.5億円
被害なし

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

壊滅的被害
（浸水深3.0m以上）
（家屋流出指数
2.5m3/s以上）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ対策の実施を想定

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ、80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ流下能力なし

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

（発
生
頻
度
）

大

小

大小

（被害の程度）

当面の治水目標の設定フロー
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3.当面の治水目標（水無瀬川： 治水手法の選定）

治水手法の検討
水無瀬川における治水手法の検討にあたっては、以下に示す実現可能な２案を抽出し、
経済性、周辺地域への影響等による比較検討の結果、河道改修による対策を仮設定

治水対策案 河道改修 遊水地

概 要
河床掘削により河積を確保する。 1/10対策を実施し、耕作地等に遊水地を設置するこ

とで、洪水調節を図る。

治水上の評価・
超過洪水への対応

・現況河道の流下能力が向上する。
・超過洪水に対しても一定の効果が見込まれる
・改修箇所から随時治水効果が発現する。

・短期間での集中豪雨に対して高い効果が得られる。
・下流全域に効果を発現する。
・超過洪水に対する効果は低い。
・遊水地が完成して初めて効果が発現する。

自然環境上の評価
・河道内を改修するため、河川環境に大きな影響を
及ぼす。

・河道内への影響は小さいが、遊水地設置箇所の環
境が変化する。

社会環境上の評価
・用地買収を伴わないため、沿川の土地利用には変
化は生じない。

・遊水地設置のための用地買収を伴うため、土地利
用の変化が大きい。

施工性・実現性

・一般的かつ現況河道内での河川改修であり、施工
性・実現性は高い。
・改修延長が長いため、施工に時間を要する。

・遊水地設置可能な場所に限りがあり、受益者と土
地提供者が異なるため、大規模な用地取得が困難と
なる可能性がある。

概算事業費
（1/10対応後から）

1/10⇒1/30 ：4,301.3百万円
1/10⇒1/100 ：4,402.5百万円

1/10⇒1/30 ：7,712.2百万円
1/10⇒1/100 ：15,555.0百万円

総合評価

実現性が高く、事業費も安い。 事業費が高く、大規模な用地買収を伴うため実現性
も低い。

○ ☓
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3.当面の治水目標の設定【水無瀬川：65ミリ程度対応河道における氾濫解析】

65ミリ程度対策完成河道での危険度を氾濫解析により確認する。
氾濫解析の前提条件は以下の通り

• 河道改修による65ミリ程度対策を実施
• 河道と氾濫原を一体的に解析、河道への復流を考慮したモデル。
• 氾濫原のメッシュサイズは50m。
• 対象降雨は、時間雨量80ミリ程度、時間雨量90ミリ程度の2ケース

現況河道65ﾐﾘ程度
※破堤を一地点ずつ想定した氾濫解析結
果の包絡

河道改修断面

JR

65mm程度
対策

L=1,500m

直轄区間

名神高速
道路

尺代大橋

谷川橋

指手橋

名神高速道路

調子橋

水無瀬橋

65mm程度
対策

L=1,500m

現況

65ﾐﾘ程度対策

0k0

A

A
1k5

19.4ｍ

▽HWL

9.9ｍ

4.6ｍ

A-A断面
（0.6k)

2.3ｍ

4.3ｍ

3.7ｍ4.3ｍ

4.5ｍ

16.2ｍ
16.0ｍ



47

3.当面の治水目標の設定【水無瀬川：80ミリ程度対応河道における氾濫解析】

80ミリ程度対策完成河道での危険度を氾濫解析により確認する。
氾濫解析の前提条件は以下の通り

• 河道改修による80ミリ程度対策を実施（家屋へ影響のある区間）
• 河道と氾濫原を一体的に解析、河道への復流を考慮したモデル。
• 氾濫原のメッシュサイズは50m。
• 対象降雨は、時間雨量90ミリ程度の1ケース

現況河道80ﾐﾘ程度
※破堤を一地点ずつ想定した氾濫解析結
果の包絡

河道改修断面

JR

80ミリ程度
対策

L=1,500m

直轄区間

名神高速
道路

尺代大橋

尺代大橋

谷川橋

指手橋

名神高速道路

調子橋

水無瀬橋

新水無瀬橋
80mm程度

対策
L=1,500m

現況

80ﾐﾘ程度対策

A

A

19.4ｍ

▽HWL

7.0ｍ

5.8ｍ

A-A断面
（0.6k)

3.5ｍ

4.3ｍ

3.7ｍ4.3ｍ

4.5ｍ

16.2ｍ
16.0ｍ

A

A
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3.当面の治水目標（水無瀬川： 当面の治水目標）

65ミリ程度対策後の危険度

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

50ミリ程度
（1/10程度） 被害なし 被害なし 被害なし

65ミリ程度
（1/30程度） 被害なし 被害なし 被害なし

80ミリ程度
（1/100程度）

51.50ha
5,293人

58.8億円

33.25ha
1,917人

73.1億円
被害なし

90ミリ程度
（1/200程度）

167.00ha
11,419人

114.1億円

126.75ha
6,542人

301.9億円
被害なし

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

壊滅的被害
（浸水深3.0m以上）
（家屋流出指数
2.5m3/s以上）

（発
生
頻
度
）

大

小

大小
（被害の程度）

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

50ミリ程度
（1/10程度） 被害なし 被害なし 被害なし

65ミリ程度
（1/30程度） 被害なし 被害なし 被害なし

80ミリ程度
（1/100程度） 被害なし 被害なし 被害なし

90ミリ程度
（1/200程度） 被害なし 被害なし 被害なし

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

壊滅的被害
（浸水深3.0m以上）
（家屋流出指数
2.5m3/s以上）

（発
生
頻
度
）

大

小

80ミリ程度対策後の危険度

大小
（被害の程度）

効果 ： 約171.5億円
費用 ： 約 38.8億円

効果－費用＝ 約132.7億円

効果 ： 約223.6億円
費用 ： 約 39.7億円

効果－費用＝ 約183.9億円

当面の治水目標を時間雨量80ミリ程度とする。

小＜大



3.当面の治水目標の設定【水無瀬川：65ミリ程度対応河道における氾濫解析】

65ミリ程度対策完成河道での危険度を氾濫解析により確認する。
氾濫解析の前提条件は以下の通り

• 河道改修による65ミリ程度対策を実施
• 河道と氾濫原を一体的に解析、河道への復流を考慮したモデル。
• 氾濫原のメッシュサイズは50m。
• 対象降雨は、時間雨量80ミリ程度、時間雨量90ミリ程度の2ケース

現況河道65ﾐﾘ程度
※破堤を一地点ずつ想定した氾濫解析結
果の包絡

河道改修断面

JR

65mm程度
対策

L=1,500m

直轄区間

名神高速
道路

尺代大橋

谷川橋

指手橋

名神高速道路

調子橋

水無瀬橋

65mm程度
対策

L=1,500m

0k0

A

A
1k5

19.4ｍ

▽HWL

19.7ｍ

3.1ｍ

A-A断面
（0.6k)

4.3ｍ

3.7ｍ4.3ｍ

4.5ｍ

16.2ｍ
6.5ｍ

50ﾐﾘ程度対策

65ﾐﾘ程度対策

A

A
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3.当面の治水目標の設定【水無瀬川：80ミリ程度対応河道における氾濫解析】

80ミリ程度対策完成河道での危険度を氾濫解析により確認する。
氾濫解析の前提条件は以下の通り

• 河道改修による80ミリ程度対策を実施（家屋へ影響のある区間）
• 河道と氾濫原を一体的に解析、河道への復流を考慮したモデル。
• 氾濫原のメッシュサイズは50m。
• 対象降雨は、時間雨量90ミリ程度の1ケース

現況河道80ﾐﾘ程度
※破堤を一地点ずつ想定した氾濫解析結
果の包絡

河道改修断面

JR

80ミリ程度
対策

L=1,500m

直轄区間

名神高速
道路

尺代大橋

尺代大橋

谷川橋

指手橋

名神高速道路

調子橋

水無瀬橋

新水無瀬橋
80mm程度
対策

L=1,500m

A

A

19.4ｍ

▽HWL

7.0ｍ

3.5ｍ

A-A断面
（0.6k)

0.4ｍ

4.3ｍ

3.7ｍ4.3ｍ

4.5ｍ

16.2ｍ
16.0ｍ

50ﾐﾘ程度対策

80ﾐﾘ程度対策

6.5ｍ

50



3.当面の治水目標（水無瀬川：当面の治水目標）
65ミリ程度対策後の危険度
（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

50ミリ程度
（1/10程度） 被害なし 被害なし 被害なし

65ミリ程度
（1/30程度） 被害なし 被害なし 被害なし

80ミリ程度
（1/100程度）

51.50ha
5,293人

58.8億円

33.25ha
1,917人

73.1億円
被害なし

90ミリ程度
（1/200程度）

167.00ha
11,419人

114.1億円

126.75ha
6,542人

301.9億円
被害なし

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

壊滅的被害
（浸水深3.0m以上）
（家屋流出指数
2.5m3/s以上）

（
発
生
頻
度
）

大

小

大小
（被害の程度）

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

50ミリ程度
（1/10程度） 被害なし 被害なし 被害なし

65ミリ程度
（1/30程度） 被害なし 被害なし 被害なし

80ミリ程度
（1/100程度） 被害なし 被害なし 被害なし

90ミリ程度
（1/200程度） 被害なし 被害なし 被害なし

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

壊滅的被害
（浸水深3.0m以上）
（家屋流出指数
2.5m3/s以上）

（
発
生
頻
度
）

大

小

80ミリ程度対策後の危険度

大小
（被害の程度）

効果 ： 約171.9億円
費用 ： 約 51.9億円

効果－費用＝ 約120.0億円

効果 ： 約224.0億円
費用 ： 約 52.8億円

効果－費用＝ 約171.2億円

当面の治水目標を時間雨量80ミリ程度とする。

小＜大
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3.当面の治水目標の設定【女瀬川：現況河道における氾濫解析】

具体的な検討は『当面の治水目標設定フロー』に従って実施。
氾濫解析の前提条件は以下の通り

• 現況河道で氾濫解析を実施
• 河道と氾濫原を一体的に解析し、河道への復流を考慮したモデル
• 氾濫原のメッシュサイズは50m
• 対象降雨は、時間雨量50ﾐﾘ程度、65ﾐﾘ程度、80ミリ程度、90ﾐﾘ程度の４ケース（中
央集中型モデルハイエト）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

当面の治水目標の設定フロー

年谷川

田能川

西山川

東山川

真如寺川

女瀬川

芥川

東檜尾川

檜尾川

水無瀬川
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3.当面の治水目標の設定【女瀬川：現況河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：50ﾐﾘ程度

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水）

女瀬川

芥川

阪急京都線JR東海道本線

浸水被害なし
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3.当面の治水目標の設定【女瀬川：現況河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：65ﾐﾘ程度

×

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水）

JR東海道本線

阪急京都線

天堂橋

津之江5号橋

女瀬川

城西橋

芥川

0 0 0 0 0 .0 1 0 .31 2 0.2 9 3

0 .16 9 0 .0 1 0 .8 88 0.8 3 7 0 .6 5 1 0 .47 6 0.3 4 5

0 .24 7 0 .3 8 1 0 .9 15 0.8 5 4 0 .7 4 3 0 .53 2 0.4 4 3

0 0 .7 2 2 0 .2 22 0.8 7 8 0 .8 3 4 0 0

0 0 .6 2 4 0 .5 36 0.9 7 4 0 0 0

女瀬川

芥川

阪急京都線JR東海道本線

×
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3.当面の治水目標の設定【女瀬川：現況河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：80ﾐﾘ程度

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水）

JR東海道本線

阪急京都線

天堂橋

津之江5号橋

女瀬川

城西橋

芥川

×

0.3

0.3 0.4

0.2 0.3 0.5 0.8 0.8 0.8 0.3 1 1

0.2 0.3 0.5 0.2 1.5 1.3 1 0.3 1.7 1.4 1.1 1 1

1.5 0.5 0.7 0.6 1.2 1.8 1.4 1.1 1 0.2

0.7 0.9 0.1 0.3 0.1 1.1 1.7 1.4 1 1 0.1 0.3

0.4 0.3 0.1 0.3 0.1 0.4 0.1 0.1 0.5 0.6 0.2

0.7 0.4 0.5 1.1 0.2 0.1 0.8 0.1 0.1 0.2 0.4 0.3 0.3

0.3 0.5 0.2 0.5 0.1 0.2 0.4 0.3 0.4 0.4

0.7 0.3 0.2 0.3 0.1 0.5 0.7 0.6 0.8 0.7 0.6 0.5

0.8 0.5 0.3 0.3 0.5 0.6 0.5 0.7 0.7 0.6 0.8 0.7 0.7 0.6 0.4 0.3

0.8 0.5 0.3 0.5 0.4 0.9 0.9 0.5 0.9 0.9 0.9 1 0.9 0.8 0.6 0.5 0.4

0.5 0.4 0.5 0.4 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 1 0.9 0.9 0.8 0.7 0.4

0.5 0.4 0.4 0.4 1 0.9 0.4 1 0.9 1 1 1 0.9 0.9 0.7 0.5 0.2

1 1.3 0.3 1 1.2 0.2 0.2 0.3 1 1 0.8 0.6 0.2

1 0.3 0.2 0.9 1 0.5

0.9 0.5

女瀬川

芥川

阪急京都線

JR東海道本線

×
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3.当面の治水目標の設定【女瀬川：現況河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：90ﾐﾘ程度

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水）

JR東海道本線

阪急京都線

天堂橋

津之江5号橋

女瀬川

城西橋

芥川

×

0.3

0.3 0.4

0.2 0.4 0.5 0.8 0.9 0.9 0.3 0.1 1.3 1.3

0.2 0.4 0.5 0.3 1.5 1.4 1 0.4 1.4 1.5 1.6 1.4 1.3

1.8 0.6 0.8 0.6 1.4 1.3 1.4 1.6 1.3 0.2

0.7 0.9 0.1 0.3 0.1 1.3 1.2 2 1.4 1.3 0.2 0.3

0.5 0.3 0.1 0.3 0.3 0.5 0.2 0.2 0.5 0.6 0.3

0.6 0.4 0.5 1.3 0.2 0.1 0.1 0.2 0.3 0.2 0.4 0.3 0.3

0.3 0.5 0.3 0.5 0.1 0.1 0.1 0.1 0.2 0.2 0.4 0.3 0.4 0.4

0.8 0.3 0.2 0.3 0.7 0.2 0.1 0.1 0.6 0.7 0.6 0.8 0.6 0.6 0.5

0.8 0.5 0.4 0.3 0.7 0.1 0.6 0.5 0.7 0.7 0.6 0.8 0.7 0.7 0.6 0.4 0.3

0.8 0.5 0.3 0.6 0.4 0.9 0.9 0.8 1.4 0.9 1.2 1.1 1.3 0.8 0.6 0.5 0.4

0.5 0.5 0.5 0.4 0.9 0.9 0.9 1.4 1.3 1.2 1.2 1 0.9 0.8 0.7 0.4

0.5 0.5 0.4 0.4 1 0.9 0.9 1.1 1.3 1.1 1.2 1.9 1 0.9 0.7 0.5 0.2

1 1.3 0.3 1.1 1.2 0.2 0.2 0.2 0.3 0.2 1.2 1.2 0.8 0.6 0.2

1.2 0.3 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 1.7 1 0.5

0.3 0.2 0.2 0.2 0.2 0.4 0.2 0.9 0.5

0.2 0.2 0.3 0.2

女瀬川

芥川

阪急京都線

JR東海道本線

×



57

3.当面の治水目標の設定（女瀬川：現況河道における氾濫解析）

現況河道（女瀬川）・・・時間雨量50ミリ程度の降雨で被害は発生しない。
時間雨量65ミリ程度、80ﾐﾘ程度及び90ﾐﾘ程度の降雨で
危険度Ⅱの被害が発生する。

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

50ミリ程度
（1/10程度） 被害なし 被害なし 被害なし

65ミリ程度
（1/30程度）

2.75ha
184人

4.9億円

3.25a
220人

12.5億円
被害なし

80ミリ程度
（1/100程度）

21.75ha
3,011人

65.1億円

23.0ha
3,697人

282.4億円
被害なし

90ミリ程度
（1/200程度）

27.75ha
3,869人

75.6億円

24.50ha
3,906人

314.3億円
被害なし

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

壊滅的被害
（浸水深3.0m以上）
（家屋流出指数
2.5m3/s以上）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ対策の実施を想定

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ、80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ流下能力なし

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

（発
生
頻
度
）

大

小

大小

（被害の程度）

当面の治水目標の設定フロー
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3.当面の治水目標（女瀬川： 治水手法の選定）

治水手法の検討
女瀬川における治水手法の検討にあたっては、以下に示す実現可能な２案を抽出し、
経済性、周辺地域への影響等による比較検討の結果、河道改修による対策を仮設定

治水対策案 河道改修 地下放水路

概 要
河床掘削により河積を確保する。 1/10対策を実施し、放水路を設置することで、流下能

力の向上を図る。

治水上の評価・
超過洪水への対応

・現況河道の流下能力が向上する。
・超過洪水に対しても一定の効果が見込まれる
・改修箇所から随時治水効果が発現する。

・放水路を分岐させた地点より下流で、流下能力が向
上する。
・超過洪水に対しても一定の効果が見込まれる
・放水路が完成して初めて効果が発現する。

自然環境上の評価
・河道内を改修するため、河川環境に大きな影響を
及ぼす。

・影響は小さい。

社会環境上の評価
・沿川の宅地を用地買収する必要があり周辺への影
響が大きい。

・排水用のポンプ場を建設する必要があり、周辺へ
の影響が大きい。

施工性・実現性

・一般的かつ現況河道周辺での河川改修であり、施
工性・実現性は高い。
・改修延長が長いため、施工に時間を要する。

・放水路ルートが市街地に限られており、施工性・実
現性は低い。
・用地買収に地権者等との合意に時間を要する。

概算事業費
（現況から）

現況⇒1/30 ：313.2百万円
現況⇒1/100 ：963.6百万円

現況⇒1/30 ：21,200.0百万円
現況⇒1/100 ：24,100.0百万円

総合評価

実現性が高く、事業費も安い。 事業費が高く、効果の発現が遅い。

○ ☓
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3.当面の治水目標の設定【女瀬川：65ミリ程度対応河道における氾濫解析】

現況河道65ﾐﾘ程度
※破堤を一地点ずつ想定した氾濫解析結
果の包絡

65ミリ程度対策完成河道での危険度を氾濫解析により確認する。
氾濫解析の前提条件は以下の通り

• 河道改修による65ミリ程度対策を実施
• 河道と氾濫原を一体的に解析、河道への復流を考慮したモデル。
• 氾濫原のメッシュサイズは50m。
• 対象降雨は、時間雨量80ミリ程度、時間雨量90ミリ程度の2ケース

河道改修断面

直轄区間

津之江
5号橋 妙見橋 名神高速道路

65mm程度対策
L=400m

0.6ｍ

3.6ｍ

3.7ｍ

10.8ｍ

▽HWL

JR東海道本線

阪急京都線
女瀬川橋

阪急女瀬川橋

JR女瀬川橋

天堂橋

津之江5号橋

現況

65ﾐﾘ程度対策

65mm程度
対策

(L=400m)

×
×

×

名神高速道路

氷室大橋

妙見橋

JR東海道
本線

A

A

A-A断面

掘削深 約0.8m

1k8

2k2

A
A
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3.当面の治水目標の設定【女瀬川：65ミリ程度対応河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：80ﾐﾘ程度

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水）

JR東海道本線

阪急京都線

天堂橋

城西橋

津之江5号橋

芥川

女瀬川

×

0.3

0.4 0.4

0.1 0.3 0.5 0.8 0.7 0.8 0.3 1 1

0.2 0.3 0.5 0.2 1.4 1.3 0.9 0.3 1.7 1.4 1.1 1 1

1.3 0.5 0.7 0.5 1.1 1.7 1.4 1.9 1 0.2

0.7 0.8 0.1 0.2 0.1 1.2 1.7 1.4 1 1 0.1 0.2

0.4 0.3 0.2 0.4 0.1 0.1 0.5 0.6 0.2

0.6 0.4 0.4 0.9 0.8 0.1 0.2 0.4

0.3 0.5 0.4 0.1 0.2 0.3

0.7 0.2 0.1 0.1 0.1 0.4 0.4

0.7 0.4 0.3 0.8 0.2 0.3 0.1 0.3 0.1

0.7 0.4 0.1 0.3 0.3 0.3 0.3 0.5 0.4 0.5 0.5

0.5 0.3 0.2 0.3 0.3 0.3 0.5

0.1 0.2 0.8 0.2 0.4 0.1

女瀬川

芥川

阪急京都線

JR東海道本線
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3.当面の治水目標の設定【女瀬川：65ミリ程度対応河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：90ﾐﾘ程度

天堂橋

城西橋

津之江5号橋

芥川

女瀬川

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水）

JR東海道本線

阪急京都線

×

0.3

0.3 0.4

0.1 0.3 0.5 0.8 0.9 0.9 0.3 1 1

0.2 0.3 0.5 0.3 1.5 1.4 1 0.3 1.8 1.5 1.2 1.2 1

1.8 0.6 0.8 0.6 1.2 1.8 1.5 1.1 1 0.2

0.7 0.9 0.1 0.3 0.1 1.1 1.8 1.4 1 1 0.1 0.2

0.4 0.3 0.3 0.1 0.3 0.1 0.5 0.6 0.3

0.7 0.4 0.5 0.9 0.8 0.3 0.4 0.3 0.3

0.3 0.5 0.4 0.1 0.2 0.4 0.3 0.4 0.4

0.7 0.3 0.1 0.1 0.1 0.4 0.7 0.6 0.8 0.6 0.6 0.5

0.8 0.5 0.4 0.8 0.6 0.7 0.6 0.8 0.7 0.7 0.6 0.4 0.3

0.8 0.5 0.1 0.3 0.2 0.7 0.7 0.7 0.9 0.9 1.2 1.1 1.3 0.8 0.6 0.5 0.4

0.5 0.3 0.7 0.7 0.7 0.9 0.9 1.2 1.2 1 0.9 0.8 0.7 0.4

0.1 0.2 0.8 0.8 0.7 0.7 1 0.9 1 1.4 1.8 1 0.9 0.7 0.5 0.2

1 1.7 0.7 0.8 0.8 0.2 1.2 1.2 0.8 0.5 0.2

0.7 0.1 0.2 0.2 1.5 0.9 0.4

0.9 0.5

女瀬川

芥川

阪急京都線

JR東海道本線

×
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3.当面の治水目標の設定【女瀬川：80ミリ程度対応河道における氾濫解析】

80ミリ程度対策完成河道での危険度を氾濫解析により確認する。
氾濫解析の前提条件は以下の通り

• 河道改修による80ミリ程度対策を実施
• 河道と氾濫原を一体的に解析、河道への復流を考慮したモデル。
• 氾濫原のメッシュサイズは50m。
• 対象降雨は、時間雨量90ミリ程度の1ケース

河道改修断面

直轄区間

津之江
5号橋 妙見橋 名神高速道路

80mm程度
対策

L=1,800m

現況河道80ﾐﾘ程度
※破堤を一地点ずつ想定した氾濫解析結
果の包絡

JR東海道本線

阪急京都線
女瀬川橋

阪急女瀬川橋

JR女瀬川橋

天堂橋

津之江5号橋

65mm程度
対策

L=1,800m

×
×

×

名神高速道路

氷室大橋

妙見橋

×
×

××××
××
×
××

×
×
××

JR東海道
本線

A

A

0.6ｍ

3.8ｍ

2.5ｍ

10.8ｍ

▽HWL

A-A断面

掘削深 約1.0m

現況

80ﾐﾘ程度対策

0k4

2k2

A
A
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3.当面の治水目標の設定【女瀬川：80ミリ程度対応河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：90ﾐﾘ程度

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水）

天堂橋

城西橋

津之江5号橋

芥川

女瀬川

JR東海道本線

阪急京都線

×

0.6 0.8 0.5

0.1 0.6 0.7 0.4

0.4 0.6 0.6 0.7

0.3 0.4 0.1

0.1

女瀬川

芥川

阪急京都線

JR東海道本線

×
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3.当面の治水目標（女瀬川： 当面の治水目標）

65ミリ程度対策後の危険度

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

50ミリ程度
（1/10程度） 被害なし 被害なし 被害なし

65ミリ程度
（1/30程度） 被害なし 被害なし 被害なし

80ミリ程度
（1/100程度）

18.50ha
2,397人

50.1億円

8.75ha
1,492人

129.6億円
被害なし

90ミリ程度
（1/200程度）

19.25ha
2,508人

52.4億円

22.25ha
3,537人

272.9億円
被害なし

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

壊滅的被害
（浸水深3.0m以上）
（家屋流出指数
2.5m3/s以上）

（発
生
頻
度
）

大

小

大小
（被害の程度）

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

50ミリ程度
（1/10程度） 被害なし 被害なし 被害なし

65ミリ程度
（1/30程度） 被害なし 被害なし 被害なし

80ミリ程度
（1/100程度） 被害なし 被害なし 被害なし

90ミリ程度
（1/200程度）

1.75ha
188人

4.0億円

2.00ha
336人

24.2億円
被害なし

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

壊滅的被害
（浸水深3.0m以上）
（家屋流出指数
2.5m3/s以上）

（発
生
頻
度
）

大

小

80ミリ程度対策後の危険度

大小
（被害の程度）

効果 ： 約45億円
費用 ： 約2億円

効果－費用＝約 42億円

効果 ： 約93億円
費用 ： 約7億円

効果－費用＝ 約86億円

当面の治水目標を時間雨量80ミリ程度とする。

小＜大
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3.当面の治水目標の設定【真如寺川：現況河道における氾濫解析】

具体的な検討は『当面の治水目標設定フロー』に従って実施。
氾濫解析の前提条件は以下の通り

• 現況河道で氾濫解析を実施
• 河道と氾濫原を一体的に解析し、河道への復流を考慮したモデル
• 氾濫原のメッシュサイズは50m
• 対象降雨は、時間雨量50ﾐﾘ程度、65ﾐﾘ程度、80ミリ程度、90ﾐﾘ程度の４ケース（中
央集中型モデルハイエト）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

当面の治水目標の設定フロー

年谷川

田能川

西山川

東山川

真如寺川

女瀬川

芥川

東檜尾川

檜尾川

水無瀬川
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3.当面の治水目標（真如寺川：現況河道における氾濫解析）
現況河道（真如寺川）・・・時間雨量50ミリ程度、65ミリ程度、80ミリ程度及び90ミリ程度の降雨で被害は発生しない。

■氾濫解析結果（浸水深）

名神高速道路

対象降雨：50ﾐﾘ程度 対象降雨：65ﾐﾘ程度

西真上橋

浸水被害なし

名神高速道路

西真上橋

浸水被害なし

名神高速道路

西真上橋

浸水被害なし

名神高速道路

西真上橋

浸水被害なし

対象降雨：80ﾐﾘ程度 対象降雨：90ﾐﾘ程度

真如寺川

芥川
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3.当面の治水目標（真如寺川：現況河道における氾濫解析）

現況河道（真如寺川）・・・時間雨量50ミリ程度、65ミリ程度、80ミリ程度及び90ミリ程度の降雨で被害は発生しない。

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

50ミリ程度
（1/10程度） 被害なし 被害なし 被害なし

65ミリ程度
（1/30程度） 被害なし 被害なし 被害なし

80ミリ程度
（1/100程度） 被害なし 被害なし 被害なし

90ミリ程度
（1/200程度） 被害なし 被害なし 被害なし

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

壊滅的被害
（浸水深3.0m以上）
（家屋流出指数
2.5m3/s以上）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ対策の実施を想定

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ、80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ流下能力なし

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

（発
生
頻
度
）

大

小

大小

（被害の程度） 当面の治水目標の設定フロー

当面の治水目標を現状維持とする。
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3.当面の治水目標の設定【西山川：現況河道における氾濫解析】

具体的な検討は『当面の治水目標設定フロー』に従って実施。
氾濫解析の前提条件は以下の通り

• 現況河道で氾濫解析を実施
• 河道と氾濫原を一体的に解析し、河道への復流を考慮したモデル
• 氾濫原のメッシュサイズは50m
• 対象降雨は、時間雨量50ﾐﾘ程度、65ﾐﾘ程度、80ミリ程度、90ﾐﾘ程度の４ケース（中
央集中型モデルハイエト）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

当面の治水目標の設定フロー

年谷川

田能川

西山川

東山川

真如寺川

女瀬川

芥川

東檜尾川

檜尾川

水無瀬川
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3.当面の治水目標の設定【西山川：現況河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：65ﾐﾘ程度■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：50ﾐﾘ程度

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水）

東山川
西山川

×

無名橋1

無名橋2

東山川合流点

東山川西山川

無名橋1

無名橋2

東山川合流点

浸水被害なし
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3.当面の治水目標の設定【西山川：現況河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：90ﾐﾘ程度

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水）

東山川西山川

×

無名橋1

無名橋2

東山川合流点

東山川西山川

×

無名橋1

無名橋2

東山川合流点

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：80ﾐﾘ程度
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3.当面の治水目標（西山川：現況河道における氾濫解析）

現況河道（西山川）・・・時間雨量50ミリ程度の降雨で被害は発生しない。
時間雨量65ミリ程度、80ﾐﾘ程度、90ﾐﾘ程度の降雨で危険度Ⅱの被害が発生す

る。

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

50ミリ程度
（1/10程度） 被害なし 被害なし 被害なし

65ミリ程度
（1/30程度）

0.5ha
7人

8.2百万円

0.25ha
4人

15.7百万円
被害なし

80ミリ程度
（1/100程度）

0.25ha
4人

4.1百万円

0.5ha
7人

31.4百万円
被害なし

90ミリ程度
（1/200程度）

0.50ha
7人

19.8百万円

0.75ha
11人

47.1百万円
被害なし

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

壊滅的被害
（浸水深3.0m以上）
（家屋流出指数
2.5m3/s以上）

（発
生
頻
度
）

大

小

大小

（被害の程度）

当面の治水目標の設定フロー

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ対策の実施を想定

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ、80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ流下能力なし

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする
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3.当面の治水目標（西山川： 治水手法の選定）
治水手法の検討

西山川における治水手法の検討にあたっては、対策箇所が最上流部であることから局所的な河道
改修を実施する。

治水対策案 河道改修

概 要
河床掘削により河積を確保する。

治水上の評価・
超過洪水への対応

・現況河道の流下能力が向上する。
・超過洪水に対しても一定の効果が見込まれる
・改修箇所から随時治水効果が発現する。

自然環境上の評価
・河道内を改修するため、河川環境に大きな影響を及ぼす。

社会環境上の評価
・用地買収を伴わないため、沿川の土地利用には変化は
生じない。

施工性・実現性

・一般的かつ現況河道内での河川改修であり、施工性・実
現性は高い。
・改修延長が長いため、施工に時間を要する。

概算事業費
（現況から）

現況⇒1/30 ：32.9百万円
現況⇒1/100 ：36.4百万円

総合評価

実現性が高く、早期に治水効果が見込まれる。

○
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3.当面の治水目標の設定【西山川：65ミリ程度対応河道における氾濫解析】

現況河道65ﾐﾘ程度
最大浸水深包絡図

65ミリ程度対策完成河道での危険度を氾濫解析により確認する。
氾濫解析の前提条件は以下の通り

• 河道改修による65ミリ程度対策を実施
• 河道と氾濫原を一体的に解析、河道への復流を考慮したモデル。
• 氾濫原のメッシュサイズは50m。
• 対象降雨は、時間雨量80ミリ程度、時間雨量90ミリ程度の2ケース

河道改修断面

無名橋1 無名橋3

65mm程度対策
L=70m

芥川

東山川

東山川

芥川

西山川

×

東山川合流点

無名橋1

無名橋3

×

65mm程度
対策

L=70m

2.3ｍ

▽HWL

A-A断面

2.1ｍ

掘削深 約0.4m

0.6ｍ

A

A

現況

65ﾐﾘ程度対策

0k85

0k92
A

A

無名橋2

無名橋2
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3.当面の治水目標の設定【西山川：65ミリ程度対応河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：80ﾐﾘ程度 ■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：90ﾐﾘ程度

東山川芥川

西山川

×

東山川合流点

無名橋1

東山川芥川

西山川

×

東山川合流点
無名橋1

無名橋2

無名橋2

無名橋3

無名橋3
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3.当面の治水目標の設定【西山川：80ミリ程度対応河道における氾濫解析】

現況河道80ﾐﾘ程度
最大浸水深包絡図

80ミリ程度対策完成河道での危険度を氾濫解析により確認する。
氾濫解析の前提条件は以下の通り

• 河道改修による80ミリ程度対策を実施（家屋へ影響のある区間）
• 河道と氾濫原を一体的に解析、河道への復流を考慮したモデル。
• 氾濫原のメッシュサイズは50m。
• 対象降雨は、時間雨量90ミリ程度の1ケース

河道改修断面

無名橋1 無名橋3

80mm程度対策
L=70m

芥川

東山川

東山川

芥川

西山川

×

東山川合流点

無名橋1

無名橋2

×

80mm程度
対策

L=70m

2.2ｍ

▽HWL

A-A断面

A

A

2.3ｍ

掘削深 約0.6m

0.6ｍ

0k85

0k92
A

A

×

無名橋2

無名橋3
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3.当面の治水目標の設定【西山川：80ミリ程度対応河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：90ﾐﾘ程度

東山川

芥川

西山川

×

東山川合流点

無名橋1

無名橋2

無名橋3
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3.当面の治水目標（西山川：当面の治水目標）
65ミリ程度対策後の危険度
（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

50ミリ程度
（1/10程度） 被害なし 被害なし 被害なし

65ミリ程度
（1/30程度） 被害なし 被害なし 被害なし

80ミリ程度
（1/100程度）

0.25ha
4人

4.1百万円

0.50ha
7人

31.4百万円
被害なし

90ミリ程度
（1/200程度）

0.50ha
7人

19.8百万円

0.75ha
11人

47.1百万円
被害なし

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

壊滅的被害
（浸水深3.0m以上）
（家屋流出指数
2.5m3/s以上）

（
発
生
頻
度
）

大

小

大小

（被害の程度）

（
発
生
頻
度
）

大

小

80ミリ程度対策後の危険度

大小
（被害の程度）

効果 ： 約 21百万円
費用 ： 約 34百万円

効果－費用＝ 約 -13百万円

効果 ： 約 42百万円
費用 ： 約 38百万円

効果－費用＝ 約 4百万円

当面の治水目標を時間雨量80ミリ程度とする。

小＜大

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

50ミリ程度
（1/10程度） 被害なし 被害なし 被害なし

65ミリ程度
（1/30程度） 被害なし 被害なし 被害なし

80ミリ程度
（1/100程度） 被害なし 被害なし 被害なし

90ミリ程度
（1/200程度）

0.25ha
4人

4.1百万円

0.75ha
11人

47.1百万円
被害なし

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

壊滅的被害
（浸水深3.0m以上）
（家屋流出指数
2.5m3/s以上）
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3.当面の治水目標の設定【東山川：現況河道における氾濫解析】

具体的な検討は『当面の治水目標設定フロー』に従って実施。
氾濫解析の前提条件は以下の通り

• 現況河道で氾濫解析を実施
• 河道と氾濫原を一体的に解析し、河道への復流を考慮したモデル
• 氾濫原のメッシュサイズは50m
• 対象降雨は、時間雨量50ﾐﾘ程度、65ﾐﾘ程度、80ミリ程度、90ﾐﾘ程度の４ケース（中
央集中型モデルハイエト）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

当面の治水目標の設定フロー

年谷川

田能川

西山川

東山川

真如寺川

女瀬川

芥川

東檜尾川

檜尾川

水無瀬川
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3.当面の治水目標の設定【東山川：現況河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：80ﾐﾘ程度 ■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：90ﾐﾘ程度

※破堤地点を一地点ずつ想定した氾濫解析結果の包絡

東山川

芥川

西山川

×

無名橋1

無名橋2

無名橋3
東山川

芥川

西山川

×

無名橋1

無名橋2

無名橋3

時間雨量50ﾐﾘ程度、65ﾐﾘ程度の降雨で被害は発生しない。
時間雨量80ﾐﾘ程度、90ﾐﾘ程度の降雨で人命への影響を及ぼす危険度Ⅱ、Ⅲの被害が発生しない。

× ×
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3.当面の治水目標の設定【東山川：現況河道における氾濫解析】

※破堤を一地点ずつ想定した氾濫解析結果の包絡

現況河道の氾濫解析結果（時間雨量80ﾐﾘ程度)

浸水区域

×
×
×

① ②

無名橋1

無名橋2

無名橋3
西山川

東山川
①

②

家屋浸水が発生するが、
危険度はⅠである。
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3.当面の治水目標（東山川：現況河道における氾濫解析）

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

50ミリ程度
（1/10程度） 被害なし 被害なし 被害なし

65ミリ程度
（1/30程度） 被害なし 被害なし 被害なし

80ミリ程度
（1/100程度）

0.50ha
7人

8.2百万円
被害なし 被害なし

90ミリ程度
（1/200程度）

0.50ha
7人

8.2百万円
被害なし 被害なし

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

壊滅的被害
（浸水深3.0m以上）
（家屋流出指数
2.5m3/s以上）

（発
生
頻
度
）

大

小

大小

（被害の程度）

当面の治水目標の設定フロー

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ対策の実施を想定

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ、80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ流下能力なし

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

現況河道（東山川）・・・時間雨量50ミリ、65ミリ程度の降雨で被害は発生しない。
時間雨量80ミリ、90ミリ程度の降雨で人命への影響を及ぼす
被害が発生しない。

当面の治水目標を現状維持とする。
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3.当面の治水目標の設定【田能川：現況河道における氾濫解析】

具体的な検討は『当面の治水目標設定フロー』に従って実施。
氾濫解析の前提条件は以下の通り

• 現況河道で氾濫解析を実施
• 河道と氾濫原を一体的に解析し、河道への復流を考慮したモデル
• 氾濫原のメッシュサイズは50m
• 対象降雨は、時間雨量50ﾐﾘ程度、65ﾐﾘ程度、80ミリ程度、90ﾐﾘ程度の４ケース（中
央集中型モデルハイエト）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

当面の治水目標の設定フロー

年谷川

田能川

西山川

東山川

真如寺川

女瀬川

芥川

東檜尾川

檜尾川

水無瀬川
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3.当面の治水目標（田能川：現況河道における氾濫解析）
現況河道（田能川）・・・時間雨量50ミリ程度、65ミリ程度、80ミリ程度及び90ミリ程度の降雨で被害は発生しない。

■氾濫解析結果（浸水深）

浸水被害なし 浸水被害なし

対象降雨：50ﾐﾘ程度 対象降雨：65ﾐﾘ程度

浸水被害なし 浸水被害なし

対象降雨：80ﾐﾘ程度 対象降雨：90ﾐﾘ程度



84

3.当面の治水目標（田能川：現況河道における氾濫解析）

現況河道（田能川）・・・時間雨量50ミリ程度、65ミリ程度、80ミリ程度及び90ミリ程度の降雨で被害は発生しない。

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

50ミリ程度
（1/10程度） 被害なし 被害なし 被害なし

65ミリ程度
（1/30程度） 被害なし 被害なし 被害なし

80ミリ程度
（1/100程度） 被害なし 被害なし 被害なし

90ミリ程度
（1/200程度） 被害なし 被害なし 被害なし

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

壊滅的被害
（浸水深3.0m以上）
（家屋流出指数
2.5m3/s以上）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ対策の実施を想定

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ、80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ流下能力なし

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

（発
生
頻
度
）

大

小

大小

（被害の程度） 当面の治水目標の設定フロー

当面の治水目標を現状維持とする。
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3.当面の治水目標の設定【年谷川：現況河道における氾濫解析】

具体的な検討は『当面の治水目標設定フロー』に従って実施。
氾濫解析の前提条件は以下の通り

• 現況河道で氾濫解析を実施
• 河道と氾濫原を一体的に解析し、河道への復流を考慮したモデル
• 氾濫原のメッシュサイズは25m
• 対象降雨は、時間雨量50ﾐﾘ程度、65ﾐﾘ程度、80ミリ程度、90ﾐﾘ程度の４ケース（中
央集中型モデルハイエト）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

当面の治水目標の設定フロー

年谷川

田能川

西山川

東山川

真如寺川

女瀬川

芥川

東檜尾川

檜尾川

水無瀬川
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3.当面の治水目標（年谷川：現況河道における氾濫解析）
■氾濫解析結果（浸水深）

対象降雨：50ﾐﾘ程度
■氾濫解析結果（浸水深）

対象降雨：65ﾐﾘ程度

■氾濫解析結果（浸水深）
対象降雨：80ﾐﾘ程度

■氾濫解析結果（浸水深）
対象降雨：90ﾐﾘ程度

松尾橋

小泉橋

一の橋

二の橋

松尾橋

小泉橋

一の橋

二の橋

松尾橋

小泉橋

一の橋

二の橋

松尾橋

小泉橋

一の橋

二の橋

※被害最大となる破堤地点での破堤を想定（１洪水）
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3.当面の治水目標（年谷川：現況河道における氾濫解析）

※越水氾濫のみ

現況河道の氾濫解析結果（時間雨量90ﾐﾘ程度）

浸水区域

松尾橋

小泉橋

一の橋

二の橋

松尾橋

小泉橋

一の橋

二の橋
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3.当面の治水目標（年谷川：現況河道における氾濫解析）

現況河道（年谷川）・・・時間雨量50ミリ程度、65ミリ程度、80ミリ程度及び90ミリ程度の降雨で家屋の浸水は想定
されない。

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

50ミリ程度
（1/10程度）

9.50ha
0人

2.2百万円

0.50ha
0人

0.1百万円
被害なし

65ミリ程度
（1/30程度）

11.50ha
0人

2.7百万円

0.50ha
0人

0.1百万円
被害なし

80ミリ程度
（1/100程度）

10.50ha
0人

2.5百万円

1.25ha
0人

0.3百万円
被害なし

90ミリ程度
（1/200程度）

10.75ha
0人

2.5百万円

1.25ha
0人

0.3百万円
被害なし

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

壊滅的被害
（浸水深3.0m以上）
（家屋流出指数
2.5m3/s以上）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ対策の実施を想定

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ、80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ流下能力なし

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

（発
生
頻
度
）

大

小

大小

（被害の程度） 当面の治水目標の設定フロー

当面の治水目標を現状維持とする。



 
 
 
 

 

資料番号 修正箇所 修正前 修正後 

資料１-２ 73ページ～76ページ 

橋梁（無名橋）の記載 

無名橋の位置に不備がありましたので、無名橋 3を追加しました。 

資料１-２ 81ページ 

 

 

資料１-２ 86ページ～88ページ 

図中 

「人命への影響なし区間」 「家屋浸水なし」 

平成２５年８月２９日（木）に配布した資料に誤りがありましたので、修正したものを掲載しております 


